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昨
年
の
五
月
号
か
ら
掲
載

し
て
き
ま
し
た
「
役
場
各
課
紹

介
」
は
、
今
回
で
最
後
と
な
り

ま
す
。最

後
と
な
る
今
回
は
、
議

会
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
務

を
行
っ
て
い
る
議
会
事
務
局

と
、
町
の
公
金
を
管
理
し
て
い

る
出
納
室
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

議
会
事
務
局
は
本
館
二

階
、
出
納
室
は
本
館
一
階
に

あ
り
ま
す
。

議会事務局職員

ど
の
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
ま
す
か

議
会
事
務
局
は
、
町
民
の
皆
様

と
直
接
接
す
る
機
会
が
少
な
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
二
人
の
陣
容
で
、

皆
様
方
の
代
表
の
議
会
が
活
性
化

し
、
適
正
で
、
よ
り
よ
い
議
会
運

営
が
で
き
る
よ
う
環
境
守
つ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

関
係
各
機
関
と
の
様
々
な
調
整
を

行
っ
た
り
、
議
事
の
内
容
を
正
確

に
一
記
録
す
る
た
め
に
会
議
録
を
作

成
す
る
な
ど
議
会
に
関
す
る
す
べ

て
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
監
査
委
員
事
務
局
と
し

て
例
月
監
査
、
定
期
監
査
、
決
算

審
査
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

重
信
町
議
会
は
、
三
月
、
六
月
、

九
月
、
十
二
月
の
年
四
回
、
定
例

会
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
以
外
に
、
必
要
に
応
じ
て
、

臨
時
会
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
議

会
で
は
、
予
算
、
決
算
の
議
決
、

条
例
の
制
定
、
改
廃
な
ど
、
重
信

町
の
重
要
事
項
の
決
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
へ

町
民
の
皆
様
は
、
議
会
が
ど
の

よ
う
に
聞
か
れ
て
、
ま
た
ど
ん
な

こ
と
が
議
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
自
分
達
の
代
表
の
町

議
会
議
員
に
よ
っ
て
ど
ん
な
ふ
う

に
議
会
が
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
、

興
味
あ
り
ま
せ
ん
か
。
一
度
傍
聴

に
い
ら
し
て
は
み
ま
せ
ん
か
。
誰

で
も
お
気
軽
に
傍
聴
で
き
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
ま
す
か

出
納
室
で
は
、
町
職
員
と
指
定

金
融
機
関
で
あ
る
重
信
町
農
協
か

ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
で
会
計
事
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
会
計
で
は
、
毎
月
多
額
の
公

金
が
出
入
り
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
収
入
に
は
町
民
の
皆
様

か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
く
町
税
や

分
担
金
や
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ

出納室職員

れ
る
交
付
税
や
補
助
金
等
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
う
し
た
収
入
を
項
目

ご
と
に
分
類
整
理
し
て
歳
入
簿
に

記
帳
し
ま
す
。

次
に
、
支
出
で
は
、
町
が
購
入

し
た
物
品
や
発
注
し
た
工
事
の
代

金
等
を
支
払
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
も
収
入
と
同
じ
よ
う
に
項
目
ご

と
に
分
類
整
理
し
て
歳
出
簿
に
記

帳
し
ま
す
。

そ
し
て
、
毎
日
収
入
と
支
出
の

金
額
を
把
握
し
て
、
公
金
の
全
体

量
を
管
理
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
一
年
間
の
収
入
・
支
出

状
況
を
と
り
ま
と
め
た
決
算
書
を

作
る
こ
と
も
大
切
な
仕
事
で
す
。

出
納
室
で
は
町
民
の
皆
様
か
ら

負
担
し
て
い
た
だ
い
た
貴
重
な
公

金
を
管
理
し
て
お
り
、
「
正
確
」

「
迅
速
」
「
て
い
ね
い
」
と
い
う
こ

と
に
心
掛
け
て
、
毎
日
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
ヘ

皆
様
は
、
町
税
等
の
口
座
振
替

制
度
を
ご
存
知
で
す
か
。
町
内
の

金
融
機
関
で
手
続
き
を
す
れ
ば
、

町
税
等
が
皆
様
の
口
座
か
ら
安
心

し
て
引
き
落
と
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
手
聞
が
か
か
ら
ず
、
納

め
忘
れ
の
な
い
便
利
な
シ
ス
テ
ム

で
す
の
で
、
是
非
と
も
ご
活
用
下

さ
い
。
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保

平
成
十
一
年
度
の
町
立
保
育
所

入
所
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
勺

入
所
資
格

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の

理
由
の
た
め
家
庭
で
の
保
育
に
欠

け
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

川
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
。

ω家
庭
内
で
子
供
と
離
れ
て
働
い

て
い
る
。

同
妊
娠
中
か
出
産
後
、
聞
が
な
い
。

判
病
気
ま
た
は
心
身
に
障
害
を
有

す
る
。

同
病
人
等
の
同
居
の
親
族
を
常
時

介
護
し
て
い
る
。

刷
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
。

入
所
手
続

申
請
書
は
、
役
場
福
祉
課
ま
た

は
各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
各
保
育
所

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

受
付
期
間

十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日

ま
で
。

よ
よ
ノ
ド
同
町
刀
、
才
て

d
d
ナ
九
、
少
」

p
内
J
h
u

育

jiJi 

(
出
産
等
の
理
由
で
途
中
入
所
を
希

望
さ
れ
る
方
も
、
期
間
内
に
申
請

を
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
)

保
育
時
間

午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

た
だ
し
、
特
に
必
要
と
認
め
る
場

合
に
限
り
、
早
朝

・
延
長
保
育
を

い
た
し
ま
す
。
(
た
だ
し
、
土
曜
日

は
正
午
ま
で
で
す
。
)

保

育

料

各
家
庭
の
課
税
状
況
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

(
四
月
下
旬
決
定
予
定
)

福
祉
課
富
九
六
四
l
三
O
O
一
間

(
内
線
二
五
二
)

保育所名 入所可能年齢 電話

双葉保育所 11ヶ月~ 964-2233 

南吉井保育所 6ヶ月~ 964-2235 

南吉井第三保育所 11ヶ月~ 964・3122

拝志保育所 1才~ 964-3003 

上林保育所 3才~ 964-6111 
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v

幼

稚

園

諸
費
用

入
園
料
(
入
園
時
)

保
育
料
(
月
額
)

そ
の
他
の
諸
費

入
国
手
続

各
幼
稚
園
に
あ
る
入
国
願
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
幼
稚
園

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

受
付
期
間

十
月
一
日
か
ら
十

一
月
一
二
十
日

ま
で
。詳

し
く
は
教
育
委
員
会
教
務
課

ま
た
は
各
幼
稚
園
ま
で
。

教
吉
臭
究
員
会
富
九
六
四

l
一五
0
0
附

重
信
幼
稚
園
富
九
六
回

l
三
O
九
二

北
吉
井
幼
稚
園
冨
九
六
回

l
五
九
五
二

五、
0
0
0
円

四、
0
0
0
円

給
食
費
寺

保育所・幼稚園マッフ。
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・

応
募
資
格

町
内
在
住
の
小
・
中
・
高
校

生
及
び
一
般

応
募
用
紙

四
O

O
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚

以
内
で
一
人
一
点

課
題
図
書

書
名
は
指
定
し
な
い
が
町
内

各
小

・
中
学
校
図
書
室
に
あ

る
図
書
及
び
町
立
図
書
館
に

あ
る
図
書

提
出
期
限

九
月
二
十
二
日

ω

提
出
先

重
信
町
立
図
書
館
(
小
・中
学

生
は
学
校
で
ま
と
め
て
提
出
)

表

彰入
賞
者
に
は
、
賞
状
と
記
念

品
を
贈
り
ま
す
。

主

催重
信
町
教
育
委
員
会
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お
医
者
さ
ん
の
上
手
な
か
か
り
か
た

上
手
に
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
は
、
病
気
や
ケ
ガ
の
完
治
を

は
や
め
る
と
と
も
に
、
増
え
続
け
る
医
療
費
を
抑
制
す
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。
お
医
者
さ
ん
と
は
お
互
い
に
信
頼
関
係
を
築
い
て
、
何

で
も
相
談
で
き
る
よ
う
な
つ
き
あ
い
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

J) 

3ペコ¥3三Fj4
Q 

保険証は必ず持参しましょう

ヤ々l

\~) 
症状を要領よく説明しましょう 下着は清潔に、脱ぎやすいものを着て

いきましょう。

6 
................................. 

5 

くすりをむやみに欲しがるのは
やめましょう

••••••••••••••••••••••••••••••••• 
8 ，~'. 

ぶシf
:;;....--

¥ごミ、
、、、

急病でないかぎり、夜間 ・休日の受診は
ひかえましょう

4 

‘記
事者三週、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
る

の
は
、
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
か

ら
で
す
が
、
希
望
す
れ
ば
六
十
歳

か
ら
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
繰
り
上
げ
請
求
す
る
と
、

次
の
よ
う
な
制
約
が
あ
り
ま
す
。

-
繰
り
上
げ
受
給
を
希
望
さ
れ
た

と
き
の
年
齢
に
よ
っ
て
、

二
疋

老齢基礎年金の繰り上げ請求は

慎重に・・
「f-7if--7jjJ2:jjJ20-;ii非

'%' '%' '%' % 

率 ~ーっ
89 
% 

80 
% 

割
合
の
額
が

一
生
涯
支
給
停
止

さ
れ
ま
す
。

-
他
の
被
用
者
年
金
制
度
の
特
別

支
給
の
老
齢
給
付
の
支
給
が
停

止
さ
れ
ま
す
。

-
繰
り
上
げ
請
求
後
に
判
明
し
た

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
は
、

原
則
と
し
て
発
生
し
ま
せ
ん
。

-
寡
婦
年
金
の
受
給
権
は
、
消
滅

し
ま
す

0

・
厚
生
年
金
保
険
等
被
用
者
年
金

制
度
の
被
保
険
者
(
国
民
年
金
第

二
号
被
保
険
者
)
で
あ
る
期
間
は
、

年
金
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

(
昭
和
十
六
年
四
月

一
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
)

65歳64歳

72 
% 

支
給
率

l 
60歳 61歳 62歳 63歳

| 繰り上げ支給

老齢基礎年金支給率

65 
% 58 

% 

圃‘



税

金

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、

広
範
な
行
政
活
動
を
通
じ
、

住
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
の
行
政
活
動
の
資
金
と

な
っ
て
い
る
の
が
税
金
で
す
か

ら
、
税
は
、
民
主
主
義
国
家

の
国
民
に
と
っ
て
、
共
同
社

会
を
維
持
す
る
た
め
の
会
費

の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
納

税
は
、
社
会
の
基
本
的
ル
ー

ル
と
い
-え
ま
す
。
日
頃
か
ら

納
税
の
た
め
の
資
金
の
準
備

や

納

税

期

限

に

十

分

注

意

し
、
期
限
内
に
納
付
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

納
税
期
限
を
過
ぎ
て
も
納

付
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
本

税
と
は
別
に
延
滞
税
(
金
)
を

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
財
産
差
し
押
さ

え
等
の
滞
納
処
分
を
受
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

五基己記三;5 

を

党首

J珊

一
、
延
滞
税
(
金
)

納
税
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
納
付

さ
れ
ま
す
と
、
納
税
期
限
の
翌
日

か
ら
納
付
さ
れ
る
ま
で
の
日
数
に

応
じ
、
未
納
に
係
る
本
税
の
額
に

年
十
四
・
六
%
(
た
だ
し
、
納
税
期

限
の
翌
日
か
ら
二
か
月
(
地
方
税
は

一
か
月
)
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間

に
つ
い
て
は
年
七
・
三
%
)
の
割
合

を
乗
じ
て
計
算
し
た
延
滞
税
(
金
)

を
本
税
に
併
せ
て
納
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

一一、
督

促

納
税
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
さ

れ
な
い
場
合
に
は
、
期
限
後
五
十

日
(
地
方
税
は
二
十
日
)
以
内
に
督

促
状
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
督
促
状
が
発
送
さ
れ
た
日

か
ら
十
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に

税
を
完
納
さ
れ
な
い
と
き
は
、
滞

納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。な

お
、
地
方
税
は
、
督
促
手
数

料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

、

滞
納
処
分

滞
納
処
分
と
は
、
期
限
内
に
納

納

す

る

付
し
た
者
と
期
限
を
経
過
し
て
も

納
付
し
な
い
者
と
の
負
担
の
公
平

を
図
る
た
め
、
納
税
者
が
税
を
自

主
的
に
納
付
し
な
い
場
合
に
こ
れ

を
強
制
的
に
徴
収
す
る
た
め
の
手

続
き
を
い
い
、
具
体
的
に
は
次
の

手
続
き
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

付
財
産
の
差
し
押
さ
え

督
促
状
の
送
付
を
受
け
て
も
納

付
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
財
産
に

つ
い
て
差
し
押
さ
え
が
行
わ
れ
ま

す。
差
し
押
さ
え
が
さ
れ
る
と
、
納

税
者
は
、
そ
の
財
産
を
処
分
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
差

し
押
さ
え
の
対
象
と
な
る
財
産
は
、

土
地
・
建
物
と
い
っ
た
不
動
産
、
預

金
や
売
掛
金
と
い
っ
た
債
権
、
あ

る
い
は
動
産
、
有
価
証
券
な
ど
、

多
様
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
差
し
押
さ
え
財
産
の
公
売

差
し
押
さ
え
を
受
け
て
も
な
お

納
付
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
徴
税

機
関
に
よ
り
、
差
し
押
さ
え
ら
れ

た
財
産
が
売
却
(
こ
れ
を
「
公
売
」
と

い
い
ま
す
。
)
さ
れ
、
そ
の
売
却
代

金
が
滞
納
し
た
税
に
充
当
さ
れ
ま

す。
な
お
、
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
財

産
が
債
権
の
場
合
に
は
、
徴
税
機

と
••• 

関
に
よ
り
直
接
取
り
立
て
が
行
わ

れ
、
そ
の
金
銭
が
滞
納
し
た
税
に

充
当
さ
れ
ま
す
。

納
付
に
つ
い
て
の

相
談
は
お
早
め
に

災
害
、
病
気
な
ど
特
別
な
事
情

が
あ
っ
て
期
限
内
に
納
付
で
き
な

い
と
き
に
は
、
納
税
の
猶
予
な
ど

の
緩
和
措
置
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
お
早
め
に

税
務
署
や
役
場
税
務
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。9月の納税

国民健康保険税第3期

納税期限 9月30日(水)

重
信
の

民
間
信
仰
/
祈
り
展

水
へ
の
祈
り
・
田
の
神
へ
の
・
:
。

歩
み
へ
の
祈
り
・
山
の
神
へ
の
祈

り
・
家
々
の
祈
り
な
ど
多
く
の
信

仰
、
祈
り
が
受
け
継
が
れ
、
ま
た

消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
求
め
、
資
料
と
し
て

展
示
し
、
先
人
の
心
の
あ
り
ょ
う

か
ら
、
い
ま
を
見
つ
め
直
す
こ
と

の
お
役
に
た
て
ば
と
、
企
画
し
ま

し
た
。十

二
月
末
ま
で
。

九
月
の
休
館
日

7
・
M
・叩・

7

，・
n
u
・4
E

・4
0

・ロ
0

・n
U
τ
3

4

，.
n
4
.
n
L
.
内

4
.
n
4
.

円。E
L
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受診忘れはありませんか?
検診ご案内

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
婦
車
通
電
話

富
九
六
四
|
四
一
七
O

ま
た
は

宙
九
六
四
l
二
O
O
一
利

内
線
三
一
一
・
二
一
一一一

検査日 受付時間 場所 診察相談日 受付時間 場所

9月9日(:Jj() 9:00~11 :00 町民会館 9月25日幽 9:00~11 :00 町民会館

10月2日後) イシ ィシ 10月16日幽 ク ク

基 検査内容 診察内容

問診・身体計測・血圧測定・検尿・血 診察(医師)、生活相談(保健婦)、

本
液検査 栄養相談(栄養士)

〈全員〉総コレステロール 'HDLコレステ

健
ロール・中性脂肪・肝機能検査・

腎機能検査・尿酸・血糖検査

〈必要な人〉心電図検査・眼底検査・へ

康 モグロビンA1C

三nSdPh 
- 対象者 40才以上の方 ・料金無料

-持参品健康手帳(40才以上の方に、診察相談日に発行しています。)

査
-受診方法直接健診場所へお越し下さい。

-その他①検査を正確に行うため空腹でお越し下さい。(水・お茶は摂取可)

②検査日に全ての検査を行い、診察日に結果をお知らせします。

③すでに検査結果がお手元にあり、まだ診察を受けられていない

方も診察相談日に結果をご持参の上、受診して下さい。

検 診 名 対 象 料金他 日 時 場 所

胃がん 胃がん 900円 10月2日幽
40歳以上の方

大揚がん 大腸がん 500円 7 : 30~9 : 30 

子宮頚がん 子宮頚がん 600円 10月2日幽

乳がん
30歳以上の女性 乳がん 300円

(パスタオル必要) 13 : 00~14 : 00 

結 核 18歳以上の方 無料 町民会館
10月12日(月)

15 : 00~15 : 30 
肺がん 40歳以上の方 200円

前立腺がん
300円 10月5日(月)

55歳以上の男性
※すでに申し込みをされた方には受診日 10月16日働

(日程が決まりました)
を指定し、 9月中旬に問診察を送付致
します。 13 : 30~15 : 30 

8月1日から田窪地区の衛生委員さんが変わりました。

⑮東恭ーさん時⑨窪昇さん(田窪959富964・0766)ヘ

脳
卒
中

医
者
の
立
場
と

患
者
の
立
場

|
体
験
談
か
ら
の
実
際
|

講
師
松
山
市
民
病
院

副
院
長
山
本

祐
司

十
月
九
日
幽

午
後
一
時
三
十
分
土
一
一
時

町
民
会
館
二
階

第
一
・
二
研
修
室

一

-申
し
込
み
方
法

.

一

十
月
五
日
卯
ま
で
に
電
話
で
申
・

し
込
ん
で
下
さ
い
。
(
事
前
に
，

申
し
込
ま
れ
た
方
の
申
し
込
み

"

は
不
要
で
す
。
)

一

申
し
込
み
先

一

置
九
六
四
1

四
一
七
O

「
1
1
1
(保品
同
は
1
通
じ

日
時

場
所

圃‘



ポ リ オ 予 防 接 種
日 時 場所 文す 象

10月1日(木) 町民会館 平成10年2月 1 日 ~6月 30日生まれ
午後2時~2時30分 lF 

及ぴ生後90か月未満の未接種児(時間厳守) 和室・診察室

10月7日制 町す館平成伴7月1日~平成1向月31日生まれ
午後2時~2時30分
(時間厳守) 大ホール 及び生後聞か月未満付時v延

持参品
母子健康手帳、予防接種手帳(予診票)、

印鑑、体温計

01予防接種手帳」および予防接種ガイドブック等を

注意事項 よく読み、予防接種について理解しましょう。

O下痢をしていると受けられません。

病気に
ポリオは、別名“小児マヒ"と呼ばれ、ポリオウイルス

に感染すると 100人中5~6人はかぜのような症状、発
ついて

熱-頭痛.Pi@:吐が現れ、まれに運動麻療がおこります。

予防接種と
生後3~90か月未満の聞に、 6週間以上の間隔で2回、

副反応
経口服用します。弱毒化された安全なワクチンですが、

まれに麻痔を起こすことがあります0(100万人に1人程度)

実施時期 毎年、 5月と 10月に実施しています。

風しん・三種混合2期予防接種

な苦望 実風種中
お ささ施)混学

健 生、しれれしの合生

害さ徒界ーてるるまi警二でれの下方す期行

玄る雪 ごは詰の ヲう

孟相在ん塁校 。学雪で フ風
、で 校ょ下一し

下言、 にく学記 5ん

さ 接言 に 申読校のア及
いにi通 込みかと ぴ
。福 う 書、らお破

予防接種名 対象者 実施場所 日 程

風しん※ 中学2・3年生 重信中学校 9月24日(対

北吉井小学校 9月30日制

三種混合2期 小学6年生
南吉井小学校 10月6日(j<)

(破傷風・ジフテリア)(11・12歳)上林・拝制、学校 10月8日(t)

町民会館 10月13日同

※中学生で行う風しんの予防接種は、昭和54年4月2日~昭和
62年10月l日までの聞に生まれた人について平成15年9月30
日まで行います。

広報しげのぶ7 

※予防接種についてご不明な点は福祉課保健婦までお問い合わせ下さい。、/¥ノ¥ノ1ノ、J、J、./'

j-セTz私 hkz ii里2253Zk長3524Z成 ZZ宅産Z告四 ノミ ゐ
今九て達。る記カをなすとスこう示献ムカ、量人喧活、康試改月 == 三
後市、も 人入ロ示り。を良と症し立をル日一女不の推診み善に J J. 
のり大参 もしリしの会薦くと を 、 例 含 シ 本 六 子 し た 進 査 と 推 発 ら :
診 ま変加 い て l 、入場め食、 予骨なむウで O ー:てめ員のし進足 三 :
察し勉し ま帰な中がでてベパ防粗どーム唯 O 日ピのに診て協し てZ

.圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園田. 六ーキのご上手よ察 、議た z-ご
み ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ '-r・・・・・・ O 不 ロ 平 九 作 る 日 重 会 重 民事

・・・・・・・・・・・・・圃・・・圃.盟国園田・周司副 O 足カ均 り正に信の信 ーフ λ
ニニニニニ=竺ーーーーでで「ーて一一τー::r ，J膚 lミし ロ栄 パし合町初町 え-‘ _E ih平7:土!で盛 |リ て リ 養 ネいわ基め食 負 1
・闘sr;酬 l羽越!1'.1 ‘ミ会主たせ私 を日 CS2
・1If.~*1~iU・隅Im Þ: 、，" ;':1邑晶| 南七亀 高めん達まかに ι.臨Z-fji姐・彫刻 f5.♂ 4酒・副 |吉月宝山町にかのたけも 汽 -

~ '-~' i'胃陪〓 ，京Z室内食 活 て 展 い・匹罫『 L i糟・駅到V~J曲四爺多生 家動興くや不 マ\ 司、，嘩~:I日圭津活 族に味 μ を窒・・ 11岨 1I"J.i庄蹄過圃_'1体 子 改 の参のごし す ;
園・I 'l 司魁酢喝容喧航昼温・・・圃 訓育 ・菩 健加ぁ。ま 亨
・・匝 ¥ 」岡弘司子事?宙開・・・・ t晶 小最 康しス す -h， .:， 
~昼 l 凶aEVha幽圃.. 1 守 山進作て売の 443
- 臨臨A週露ZE句 笥緬冨圃・・・..1 サ協 りみは ホ ワ.・・・・・圃圃圃・・ー.OI.iii..ι血 軍慰由選E・・・・・・・・・hl ト議 のま 、 声 ・三・

4・・:・・〉・:・・〉・〉・:・〈・・:・・:・〈・・〉・:・・:・・:・・.:..:'・・':..:'・・:・〈信

難
病
に
関
す
る

保
健
所
事
業

松
山
中
央
保
健
所
で
は
、
難
病

で
お
悩
み
の
患
者
さ
ん
と
家
族
を

対
象
に
左
記
の
よ
う
な
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

難
病
医
療
福
祉
相
談

医
師
・
保
健
婦
が
、
病
気
や
療

養
生
活
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
各

種
福
祉
制
度
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

日
時
奇
数
月
(
九
・
十
了
一
・
三

月
)
の
第
二
月
曜
日

午
後
一
時
土
二
時
(
予
約
制
)

松
山
中
央
保
健
所

場
所

難
病
訪
問
指
導

患
者
さ
ん
宅
に
保
健
所
の
保
健

婦
が
訪
問
し
、
療
養
生
活
の
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
専
門
医
・
理
学

療
法
士
等
も
訪
問
し
医
療
面
・
生

活
面
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
日
を
決
め
て
お
伺
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
先

松
山
中
央
保
健
所
健
康
増
進
課

精
神
保
健
福
祉
係

松
山
市
北
持
田
町
二
二
二

富
九
四
一
|
一
一
一
一
向

内
線
二
六
O
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Z玄'陸女I8J 信重

リサイクル・マーケット in重信

掘り出し物を探しにお越し下さい!

日時 9月20日(日)午前9時30分~午後2時

(雨天の場合9月21日(月)) 

町民会館駐車場内

西側車庫及びリサイクル工房

家庭の余剰品

ぼかし、手作り品

交JA女性部による|ふるさと市|同時開催

※余剰品募集

広報8月号に掲載したとおり、余剰品が

ありましたら、前日の19目的に上記の

開催場所までお持ち下さい。

主催重信町女性会議

問い合わせ先富964-6679(藤岡)

富964-2234(福積)

所場

販売品

独居・寝たきり老人

ふれあい訪問

例年どおり標記事業を下記の日

程で行います。

日時 9月14日(月)午前11時~

対象者独居老人(75歳以上)

寝たきり老人(65歳以上)

保育所、幼稚園児の作品

小学校一年生の絵

中学校一年生の手紙

お菓子

主催重信町女性会議

年に一度のふれあい訪問を楽し

みにしています。

土産品

申

央

レ

-
T
 年

ス
)一挙

級

町
長
と
語
る
会

ししま手業話 たる変をわ たて次改の上ンらとしい 2 を
あたてら順でのず O 事な 作 れ三 O く 々 革 こ 水 夕 、 き てま座、町
ら O くな をも出つ を御るて大 だ と の と 道 l ク Zくし受七長
か だい踏、てと 知苦 にい迷 さ お こ 、 ・のリ 4ノ戸よ五月を
じ さ行ん次い前 り労はる惑 い話と行下'>- 1れ五ぅ方十迎
め り政で々るか まの、施主 ま を と 財 水 Eンてい 0 式四え

、のかと事ら しあ大設言 しし、政迫、セか己途で日て
た 良 難 ら 中気に
ち くしで W掴了 唖. で軽 F第
か わさな r.・ |重信町中央同ー滞緩| 、.m も に ど ー
ら かもい |曹 1 1 司.!Pti! 声話ま面
質 問と ~， 11.:型企どー・| 贋i-1 い、しは
閉 ま明決 圃・.-. 1. ーー・・・・・-----.....i阻:ι |け 合 乍 座

しし 晴広諮問I~---現II'JI'温， ';・冨ヨ‘-，--w.-碍膏・・11 Iすすかた丁を
主合私 、;3Etai114EF4 電園.， 1盈・眠』圃 が。ら。寧出

J j悔い;面開輔君agv Z Z ZS売主主
目り ~ IAJ!r諸国R A磁離島&{~掛 補い助ち等い
塁た住小 ~ M. " ιーナ回選織隷!~e 縄jdl いみさ EIIJ ... -，・~-. 月忌拝町四沼田加盟 ーーiif 1:.亙」ーJ金な 4 こしの

山急医主 Fい信来な公建 事 思 な 有 の わ の れ う 額 か 主 思 由 主 予 て
堕 い 町か¥展町上施園設、下いけ効でれ税もでになわがけ座さそ
着手をら日望のが設と、新 水 fれにすて金私すなりせあてはいれ
笠 O め協すが明りが立総庁道 t:.ば使かいでた。るのるりい、まに
ふ ざ力ノo 開る重出派合舎工 己 と わ ら る 賄 ち こ そ 金 と ま ま 町 し も

女

性

塾

か
あ
な
た
の
可
能
性
を

見
つ
け
ま
せ
ん
か
“

(
高
齢
化
社
会
日
米
比
較
)

女
参
加
者
募
集
女

講

師

ヘ

ロ

ン

久

保

田

雅

子

氏

制
愛
媛
県
長
寿
社
会
振
飽
議
会
普
及
散
開
発

部
委
員
長
、
松
山
市
「ま
つ
や
ま
女
性
会

議
」
会
長

日
時
九
月
二
十
六
日
的

午
後
二
時
三
十
分
i

三
時
三
十
分

場
所
町
民
会
館
第

了
二
研
修
室

主
催
重
信
町
生
活
文
化
女
性
塾

《
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

昭
和
四
十
年

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ス

ク
ー
ル
・

オ
ブ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ

イ
ン
入
学

昭
和
四
十
四
年
ワ
シ
ン
ト
ン

D
.
C
.

に
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
を
開
設
。
服
装
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍

昭
和
五
十
九

年

十

八

霊
平
の
ア
メ
リ
カ

生
活
の
後
、
帰
松
。

平
成
六
年
社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
の

助
成
金
を
受
け
て
ア
メ
リ
カ
で
創
案
さ

れ
た
時
間
預
託
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度

「
タ
イ
ム
・
ダ
ラ
l
』
を
愛
媛
県
に
紹
介
。

現
在
『住
民
の
手
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く

り
』を
推
進
し
て
い
る
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
九
月
十
五
日

ま
で
に
左
記
ま
で

富
九
六
回
l
六
三
凶

九

猪

原

富
九
六
回
|
三
八
九
九
西
田

男
性
の
参
加
、
大
歓
迎
で
す
。



ごみステーション
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ωゆ
く

選別処理場に持ち

込まれたベットボ

トルは、人や機械

によって異物が取

り除かれ、再生に

使えるベットボト

ルは、粉砕機によ

りフレーク状にさ

れます。

「 ト¥
選Ij 再生|こ使えるベットボトル I ~

;! ↓粉砕

理

場

正語以辺三;9 

3巴

最終処分場(埋立)
粉砕されたベ

ットボトルは再

生事業者へ 、

残誼(くず)は

θC〉最終処分場へ

fYJX'それぞれ運搬

οー されますo ， 

再生(資源化)

令

白D也

今
、
あ
な
た
が
着
て
い
る
洋
服
、
そ
の
原
料
は
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

軽
く
て
割
れ
な
い
、
衛
生
的
な
ど
の
理
由
か
ら
、
近
年
急
速
に
需
要
を
伸
ば
し

て
き
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。
し
か
し
、
使
用
後
す
ぐ
に
ご
み
に
な
る
た
め
、
「
な
ん
と
か

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
か
」
と
い
う
考
え
か
ら
、
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
収
集
、
が
始
ま

り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
か
ら
ご
み
と
し
て
出
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
洋
服
、
ポ
リ
袋
、

そ
し
て
ま
た
新
し
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

節

水

の

お

願

L込

今
夏
も
例
年
以
上
の
猛
暑
と
な

っ
て
お
り
、
ま
た
少
雨
の
た
め
水
需
要

の
増
大
に
供
給
が
間
に
合
わ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

風
呂
の
残
り
湯
の
再
利
用
、
蛇
口
の
こ
ま
め
な
開
閉
等
、
節
水
に
心
が

け
、
貴
重
な
水
を
大
切
に
ご
使
用
下
さ
い
。

-
お
風
呂
の
残
り
湯
の
活
用

0

・
た
め
す
す
ぎ
を
す
る
。

-
ま
と
め
洗
い
を
す
る
。

洗う
-
ビ
l
ル
瓶
等
を
タ
ン
ク
に
い
れ
、

水
の
節
約
。

-
使
用
後
の
一
回
流
し
。

-
大
小
レ
バ
i
の
使
い
分
け
。

-
じ
ゃ
口
の
こ
ま
め
な
聞
け
閉
め

0

・
た
め
洗
い
を
す
る
。

-
水
の
入
れ
す
ぎ
に
注
意
。

-
シ
ャ
ワ
ー
は
こ
ま
め
に
と
め
る

0

・
残
り
湯
を
洗
た
く
や
掃
除
に

活
用
。
(
便
利
な
ポ
ン
プ
も
市

販
さ
れ
て
い
ま
す
)

-
じ
ゃ
口
の
こ
ま
め
な
聞
け
閉

め
0

・
歯
み
が
き
を
す
る
時
は
コ
ッ
プ

に
水
を
く
ん
で

0

・
洗
顔
は
水
を
た
め
て
。

-
洗
車
す
る
場
合
、
バ
ケ
ツ
等
で

の
た
め
洗
い
。
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親
子
で
料
理
を

作
り
ま
せ
ん
か

十
月
四
日
間

午
前
九
時
三
十
分
1
十一

一時

場
所
町
民
会
館

一
階
調
理
室

講
師
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

シ
ェ
フ
ル
i
ル
高
橋
博
子
先
生

受
講
料
無
料
(
但
し
、
一
人
当
た

り
六
百
円
1
八
百
円
の
材
料
費
は

個
人
負
担
。
当
日
集
金
し
ま
す
。
)

募
集
人
数
六
家
族
(
先
着
順
)

申
し
込
み
締
め
切
り
日

九
月
一
二
十
日
制

持
参
晶
エ
プ
ロ
ン
・
布
巾

日
時

テ
ー
マ
ビ
デ
オ
で
あ
な
た
の
話

し
振
り
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
1

1
話
し
方
は
、
全
身
表
現
(
ボ
デ

イ
ラ
ン
ゲ
ッ
ジ
)
1

日
時
九
月
二
十
五
日
幽

午
後
七
時
三
十
分
1

場
所
町
民
会
館
第
一
・
二
研
修
室

講
師
元
南
海
放
送
ニ
ュ
ー
ス
キ

ヤ
ス
タ
l
・
南
海
放
送
学
苑
講

師
・
県
生
涯
学
習
推
進
講
師

山

崎

全

正

先

生

募
集
人
数
二
十
名

受

講

料

無

料

※
今
年
度
初
め
て
参
加
す
る
方
は
、

事
前
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

200ミリ天体望遠鏡で星の観測をします。天気の

悪い時は、プラネタリウムでその日の星空などを

投影し、解説します。

日時 10月1日(木)

午後7時30分~

テーマ秋の星空

場所図書館四階

天体観測室

四国天文協会会員

福田英利先生

受講料無料 ， 
※今年度初めて参加する .

方は事前にお申し込み

下さしミ。

講師

NHKテレビ「にんぎょ

うげき」で大好評の日本

むかしぱなし2作を「ひと

み座jが舞台化。他1作&

「牛方と山んばJ
日時 9月18日倒

午後6時30分~

町民会館二階

研修室

参加費会員制

(随時入会可)

冨964-1621

富964四 6913

連絡先

石川

清水

場所



持
参
晶~ザ云三てト二三jさ

しげのぶ

:正面際喜楽命日記て念コ
エ
プ
ロ
ン
・
布
巾

午後7時30分

10月24日出

開場午後7時

町民会館大ホール

室内楽のタベ
四国フィルハーモニー管弦楽団
D.ミヨー 組曲

C.F.究ノー アヴェマリア

F.J.ハイドン ピアノトリオ第25番

F.P.シューベルト

ピアノ五重奏曲目前より

W.A.モーツァルト フルート四重奏曲

ニ短調他 Eエルガー愛のあいさつ他

入場料大人1，000円(当日 1，200円)

小学生~高校生500円(当日600円)

(I枚のチケットで17日・ 24日とも入場できます。)

しげのぶ国際音楽の日実行委員会 共催重信町・重信町教育委員会

開演

時

所

目

日

場

曲

午後7時30分

BWVI034 

10月17目的

開場午後7時 間演

町民会館大ホール

リコーターアンサンプルのタベ
「柚人」バロック 室内アンサンブ)レ
G.F.ヘンデル

リコーダーソナタ イ短調 Op.l-4 

トリオソナタ ト長調 Op.5-4 

J.S.ノ可ツノ¥

リコーダーソナタ

G.P.テレマン

トリオソナタ

ト短調

時

所

目

日

場

曲

事
前
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

文

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
出
演
募
集

催

十
一
月
三
日
側
、
町
民
会
館
大

ホ
i
ル
に
お
い
て
、
町
内
で
活
動

し
て
い
る
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
の

和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
競
演
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

太
鼓
だ
け
で
は
な
く
、
ア
マ
チ
ュ

ア
バ
ン
ド
活
動
を
し
て
お
ら
れ
る

皆
さ
ん
に
も
出
演
し
て
い
た
だ
き
、

楽
し
い
舞
台
に
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
中
・

高
校
生
、
一
般
ど
な
た
で
も
参
加

ご
自
由
で
す
。

申
し
込
み
先

文
化
協
会
束
村
幸
子

冨
九
六
四
!
五
七
五
二

町
民
会
館
内
町
文
化
協
会
事
務
局

富
九
六
四
一
五
O
O
附

締
め
切
り
九
月
三
十
日
制

主

主
よ

ノ

ふ

ψ
」

7
t
，
「
l

E
』

ft 

祭

美
術
震
出
昂
要
頂

出
品
種
別
水
墨
画
・
絵
画
・
書

道
・
写
真
・
手
工
芸
・
陶
芸
・
華
道

※
出
品
点
数
・
サ
イ
ズ
等
に
つ
い
て
は
、
申
込

用
紙
で
確
認
し
て
下
さ
い
。
尚
、
華
道
に

つ
い
て
は
、
町
内
華
道
社
中
を
通
じ
て
募

集
し
て
い
ま
す
。

出
品
資
格

・
町
内
在
住
者
ま
た
は
出
身
者

・
町
内
勤
務
者
お
よ
び
通
学
者

出
品
料
無
料
(
無
審
査
)

申
し
込
み
方
法

町
民
会
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
十
月
二

十
日
ま
で
に
町
文
化
協
会
事
務

局
に
提
出
(
十
三
日
か
ら
受
付
)

作
品
搬
入

十
月
一
二
十
日
幽

午
前
八
時
三
十
分
1
午
後
五
時

展
示
作
業

十
月
三
十
一
日
目

午
前
八
時
三
十
分
i
守
後
九
時

作
品
搬
出

十
一
月

午
後
五
時
1
午
後
九
時

不
可
抗
力
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
は
、
責
任

を
負
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

埼

害

週

叫
句
，

i
化

/3

文
蓋
大
会
応
募
要
項

〈
俳
句
〉

選
者
(
未
定
)

応
募
数
一
人
当
季
雑
詠
コ
一
句
で

未
発
表
作
品
に
限
る
。

備
考
当
日
の
席
題
は
、
一
人
二

伺
以
内
で
未
発
表
作
品
に
限
る
。

〈
短
歌
〉

選
者
武
市
公
子
先
生

応
募
数
一
人
当
季
雑
詠
三
首
で

未
発
表
作
品
に
限
る
。

〈
川
柳
〉

選
者
上
岡
喜
久
子
先
生

宿
題
「
ロ
l
ン
」
「
隣
」
「
ゆ
っ
く
り
」

の
コ
一
題
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
二
句

を
投
句
す
る
。

備
考
当
日
の
席
題
は
、
一
人
二

句
以
内
で
未
発
表
作
品
に
限
る
。

〈
申
し
込
み
方
法
〉

ハ
ガ
キ
等
に
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
十
月
二
十

日
ま
で
に
町
文
化
協
会
事
務
局
へ

提
出
。町

文
化
協
会
事
務
局

重
信
町
田
窪
二
三
一
七
O

重
信
町
民
会
館
内
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知
っ
て
い
ま
す
か
?

こ
の
言
葉
「
ジ
ェ
ン
ダ
E
フ
リ
1
」

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
て

五
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
も
様
々
な
解
決

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
権
問

題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
「
同
和
問
題
」
「
障
害
者
問

題
L

「
高
齢
者
問
題
」
「
民
族
問
題
」

「
子
ど
も
の
問
題
」
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
「
女
性
問
題
」

が
あ
り
ま
す
が
、

一
体
何
が
問
題

な
の
で
し
ょ
う
か
。

も
う
少
し
わ
か
り
や
す
く
言
い
ま

す
と
、
「
同
和
地
区
の
人
に
対
す
る
差

，

別
の
問
題
」
「
障
害
者
に
対
す
る
差

別
の
問
題
」
で
あ
り
ま
す
勺
で
す
か
ら
、

「
女
性
問
題
」
と
は
「
女
性
に
対
す

る
差
別
の
問
題
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ

を
「
性
差
別
」
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
「
性
差
別
」
と
は
、
一
般

的
に
は
、
男
性
中
心
の
考
え
方
に
よ

っ
て
、
女
性
が
女
性
で
あ
る
た
め
に
、

政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的

に
不
利
益
を
こ
う
む
っ
て
い
る
差

別
を
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
性
差
別

の
最
大
の
特
徴
は
、
男
女
両
性
の
ど

ち
ら
に
と
っ
て
も
、
他
方
の
性
が
な

け
れ
ば
子
孫
を
残
す
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
意
味
で
相
互
に
依
存

的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方

が
、
こ
の
場
合
女
性
が
、
優
位
に
立

っ
て
い
る
男
性
中
心
の
社
会
か
ら

排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
う
い
っ
た
性
差
別
の
根
底
に

は
、
そ
の
人
が
、
男
か
女
か
の
性
差

に
よ
っ
て
役
割
や
生
き
方
を
分
け

て
い
く
性
別
役
割
分
担
意
識
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
性
差
に
は
、
男
女
の

生
物
学
的
性
差
(
セ
ッ
ク
ス
)
と
男

女
に
関
す
る
文
化
的
・
社
会
的
に

つ
く
ら
れ
た
性
差
(
ジ
ェ
ン
ダ
l
)

の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
の
中
で
の
男
女
の
役
割
分
担
は
、

生
物
学
的
性
差
を
こ
え
て
、
「
男
性

は
管
理
職
、
女
性
は
補
助
職
」
あ
る

い
は
「
男
は
外
で
働
き
、
女
は
家
庭

を
守
る
」
な
ど
の
考
え
が

一
般
的
に

存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
生
ま
れ
つ
き
の
性
質

で
は
な
い
の
に
、
い
つ
の
ま
に
か

慣
習
化
し
て
、
多
く
の
人
々
が
そ

う
し
た
性
別
役
割
分
担
を
「
あ
た
り

ま
え
」
と
思
い
込
ん
で
い
ま
す
。

一
九
六
0
年
代
後
半
の
ア
メ
リ

カ
に
始
ま
り
世
界
に
波
及
し
た
ウ

ー
マ
ン
リ
ブ
(
女
性
解
放
運
動
)
は
、

性
差
別
の
根
底
に
は
、
こ
う
い
っ

た
性
別
役
割
分
担
が
あ
る
と
指
摘

-
み
ご
寸
『
寸
み
d
t
z
'

すo

し
、
そ
れ
を
克
服
す
る
運
動
を
起

こ
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
女
性
解

放
運
動
が
、
参
政
権
の
獲
得
な
ど

制
度
的
差
別
の
撤
廃
を
目
指
し
た

の
に
対
し
て
、
性
差
別
的
な
慣
習

や
文
化
の
変
革
を
目
標
に
し
た
の

で
す
。
日
本
も

一
九
七
五
(
昭
五
O
)

年
の
「
国
際
婦
人
年
」
を
契
機
に
、

男
女
平
等
へ
の
取
り
組
み
が
国
際

的
責
任
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
固

定
的
な
男
女
の
役
割
分
担
意
識
を

見
直
し
、
女
性
が
政
治
、
経
済
、

杜
会
、
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に

参
加
し
、
そ
の
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
条
件
整
備
に
努
め
る
こ

と
を
表
明
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
男
性
の
働
き
方

や
生
き
方
、
そ
れ
を
支
え
る
価
値

を
問
い
直
す
視
点
も
含
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
男
、
女
、

と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
も
と
づ
く

役
割
や
生
き
方
を
固
定
的
に
と
ら

え
る
こ
と
が
、
女
性
の
自
由
な
生

き
方
を
は
ば
む
だ
け
で
な
く
、
男

性
の
生
き
方
を
も
制
約
し
て
、
人

間
ら
し
い
生
き
方
を
う
ば
っ
て
し

ま
う
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
性
差
別
を
な
く
す
る
方

向
が
、
「
ジ
ェ
ン
ダ

l
フ
リ

l
」の

社
会
づ
く
り
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
の
で
す
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
「
男
ら

し
さ
、
女
ら
し
さ
」
の
追
求
よ
り
も

「
人
間
ら
し
さ
」
の
追
求
と
い
っ
た

人
間
尊
重
の
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
た
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

寸
」
!
↓
|
「
」

可
E
E
E
-
-
'も

っ
と
も
っ
と
吾
供
を
知
ろ
う

重
信
町
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
対
策
連
絡
会
議

家
庭
(
親
)
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
・
・
・
・
・
・
提
言

1

先
日
(
七
月
十
六
日
)
、
本
年
度
い
情
報
を
集
め
る
た
め
、

第

一
回
の
重
信
町
い
じ
め
・
登
校
さ
ま
ざ
ま
な
声
に
耳
を
傾

拒
否
問
題
対
策
連
絡
会
議
が
も
た
け
、
ま
た
、
語
り
合
い
ま
し

れ
、
話
し
合
い
の
結
果
を
「
提
言
」
ょ
う
。

の
形
で
ま
と
め
ま
し
た
。
今
回
は
五
仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ

そ
の
中
の
、
家
庭
(
親
)
へ
の
提
言
せ
る
父
親
に
な
り
ま
し
ょ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ど
れ
か
ら
で
う
。

も
実
践
に
移
し
ま
し
ょ
う
。

六
親
世
代
と
祖
父
母
世
代

の
話
し
合
い
を
深
め
、
子

供
の
し
つ
け
に
関
し
て
同

一
歩
調
で
歩
み
ま
し
ょ
う
。

七
近
所
付
き
合
い
、
組
付

き
合
い
を
大
切
に
し
、
地

域
の
人
々
と
仲
良
く
し
て

い
る
姿
を
子
供
に
見
せ
ま

し
ょ
・
っ
。

一
子
供
一
人
ひ
と
り
に
個

別
に
声
を
か
け
、
叱
る
よ

り
も
褒
め
る
こ
と
を
通
し

て
、
子
供
に
自
己
の
存
在

を
自
覚
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ニ
兄
弟
(
姉
妹
)
、
異
年
齢

の
仲
間
等
と
の
遊
び
を
豊

か
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
積
み
重
ね
さ
せ
ま
し

ょ・っ。

三
手
伝
い
・
お
使
い
の
習
慣

を
身
に
付
け
さ
せ
、
家
族

の
一
員
、
社
会
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
持
た
せ
ま

し
ょ
切
っ
。

四
子
育
て
に
つ
い
て
幅
広

「教
育
は
模
倣
か
ら
始
ま
る
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
供
は
親
の

姿
を
見
て
育
っ
て
い
ま
す
。
子
供

は
正
に
親
の
鏡
な
の
で
す
。
子
供

の
姿
を
見
て
、
親
自
身
が
自
ら
の

生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と

が
、
今
、
い
ち
ば
ん
親
に
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
。

『
声
か
け
運
朝
』
を
続
け
ま
し
ょ
百
ヲ
。
ー一

司

圃‘
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区分 重信町 国

(9年度支給割合) (9年度支給割合)

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

期末手当 6月期 1.6月分 0.6月分 6月期 1.6月分 0.6月分

12月期 1.9月分 0.6月分 12月期 1.9月分 0.6月分

3月期 0.55月分 3月期 0.55月分

勤勉手当 計 4.05月分 1.2月分 言十 4.05月分 1.2月分

職制上の段階、職務の 職制上の段階、職務の

級等による加算措置 有 級等による加算措置 有
(支給率) 自己都合 勧奨・定年 (支給率) 自己都合 勧奨司定年

勤続20年 21.0月分 28.875月分 勤続20年 21.0月分 28.875月分

勤続25年 33.75月分 44.55月分 勤続25年 33.75月分 44.55月分

勤続35年 47.5月分 62.7月分 勤続35年 47.5月分 62.7月分

最高限度額 60.0月分 62.7月分 最高限度額 60.0月分 62.7月分

退職手当 その他の加算措置 固と閉じ その他の加算措置 定年前早期退職

特例措置(2%-

退職時特別昇給 固と同じ 20%加算)

退職時特別昇給 1号俸

1人当たり

平均支給額 2.278千円

(8)職員手当の状況
• • ••••••••••• 

••• 

区分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 30.8% 

支給対象職員1人当たり平均支給年額 63，383円

手当の種類(手当数) 7 

0保育所保母手当

特殊勤務
支給額の

0幼稚園教諭手当

手 当 多い手当
0町税徴収事務手当

0国土調査手当

(9年度)
代表的な手当の名称

0野犬等処理手当

0保育所保母手当

多くの職員に 0幼稚園教諭手当

支給されている 0町税徴収事務手当

手当 0国土調査手当

」 一一
0里子犬等処理手当

. (注)退職手当の1人当たり平均支給額1;(、前年度に支給した前職種に係る職員に支給された平均額です0

• • • 
-
L
JJJ
J
q
、
ηv
y
t
、ν
J
/
τ
c
1
1

e
J

•••• 
•••••• 

(4)職員の初任給の状況

16，578千円

85千円

20，666千円

111千円

支 給総額

職員 1人当たり支給年額

支給総額

職員 1人当たり支給年額

• 区分 内 R廿9明 国の制度との異同

ム配偶者16，000円 ム扶養親族2人まで5，500円
(職員に扶養親族でない配偶者がある場合そのうち1

扶養手当 人について6，500、配偶者がない場合そのうち1人に 同じ

ついて11，000円)、その他の扶養親族2，000円
ム満16歳から22歳まで子1人につき4.000円

①借家ム基礎控除額12，000円 ム全額支給限

住居手当
度額11，000円ム2分の1加算限度額16，000円

同じ
②持家ム新築購入から5年間2，500円

ムその他1，000円
-交通用具使用の場合(2km以上-20km未満のみ記載)

片道2km以上~5km未満2 ，000円
片道5km以上~10km未満4， 100円 同じ

片道10km以上~15km未満6 ，500円
片道15km以上~20km未満8.900円

•••••••• 

• • 
-• • 

一般行政職の級別職員数の状況
(平成10年4月1日現在)

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 言十

標準的な
主事機 主事 主査 係長 所長 所長 謀長 課長

1/ 職務内容
技師檎 技師 保母 主査 課長補佐課長補佐 所長

保母 保母 保母 係長

職員数 12人 41人 15人 23人 18人 13人 11人 2人 135人

構成比 8.9% 30.4% 11.1% 17.0% 13.3% 9.6% 8.2% 1.5% 100% 

1年前の
12.0% 31.6% 12.8% 12.8% 12.0% 10.5% 6.8% 1.5% 100% 

参構成比

考5年前の
18.3% 29.0% 16.0% 13.7% 8.4% 6.1% 5.4% 3.1% 100% 

構成比

(6) 

• 

• 
-• • 
• • • 
• 

(注) 1重信町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

2標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務で1九

区分 合計 一般行政職 技能労務職

職員数(A) 162人 133人 29人

9年度
普通昇給期間 (12~24月を

19人 19人 0人
短縮して昇給した職員数(B))

比率(B)/(A) 11.7% 14.3% 0% 

職員数(A) 160人 130人 30人

8年度
普通昇給期間 (12~24月を

23人 19人 4人
短縮して昇給した職員数(B))

比率(B)/(A) 14.4% 14.6% 13.3% 

(7)昇給期間短縮の状況
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Information 

• • • 
住宅土地統計調査は、昭和20年 : 猪猿の凹 畑等への侵入防止資 : 近年、乳幼児の突然死(SIDS)がマ

に住宅統計調査として始められ、以 ・材購入費について補助金を交付いた .スコミ等にも取り上げられ、乳幼児

後5年ごとに実施されてきました。 : します。 :と関わりのある皆様は関心をお持ち

今回からは名称が「住宅・土地統計 ・ 内容は次のとおりですo ーのことと思います。

調査Jに変更され、土地に関する項 :対象 トタン、網等の購入費用 : つきましては、次のとおり救急講

目が新たに加えられるなど、調査内 ・補助率補助対象経費の2分の .演を開催します。

容も拡充されて実施されることにな : (l，O00円未満切り捨て) :日 時 10月 30 日幽午後6時~9時
りました。 ・適用期間平成10年4月1日以降に設 ・場所川内町中央公民館

調査結果は、国や自治体が住宅建 : 置したものに限る。(但し、前年度 :- 第l会議室

設計画・都市計画・環境整伊苛画な ・ に補助を受けた箇所は除く。) ・講師秋田市立総合病院

ど、住環境に関する施策を4画・立 : 申請書は産業課にありますo 位置 : 円山 啓司 先生
・図、資材の領収書、写真を添付し、 ・演題 「乳幼児の突然死を

案する上での重要な資料として利用
されます。 :9月30日までに役場産業課に提出し : 防止するために」

、・て下さい0 ・申し込み締め切り 10月16日幽
調査は、無作為抽出法により選は ・ また、役場産業課にて現地設置確 ・申し込み先

れた町内約250世帯を対象に、 10月l:認を行いますので、資材を撤去する : 東温消防本部救急係 井門

日現在で行われます。調査対象とな f前に書類の提出をお願いします。 . 冨964-5210

った世帯には、調査員が調査票を持 L問い合わせ先

ってお伺いしますので、ご協力くだ : 役場産業課

さいますようお願いします。 .

調査内容は統計を作成するためだ :

けに使用するもので、他の目的に利 ・

用されることはありませんO また、 .

調査関係者が秘密を他に漏らすこと :日

は法律で固く禁じられていますの .

で、ありのままをご記入ください。 .

調査に関してご不審な点がありま

したら、お気軽にお問い合わせくだ

さい。

役場企画財政課企画調整係

富964-200 l(jlj 内線572

下記の業者を9月1日付けで重信町

給水装置工事業者に追加指定したの

で、お知らせします。

①株式会社カ卜ウ

松山市東野6丁目5番5号

富943-0997

②株式会社堀切産業

松山市内浜町7番6号

窟952-7011

③株式会社共進建設

松山市高井町1168

窟975-3244

記事訂正についてのお詫び
広報8月号の金婚式該当ご夫婦

の追加名簿の中で、下林・森田敬

さんトヨヱさんとありましたの

は、森由敬さんトヨヱさんの誤り

でした。

おわびして、訂正いたします。

••• 

富964-2001間内線434 • • • . 日 時 10月10日出(体育の日)• • 8時受付 8時30分試合開始• 雨天の場合 10月11日(日)に順延• . 場所重信川河川敷テニスコート• (愛媛県緑化センター西隣)• 
時 10月1日(木)・ 2日(翁

午前9時~午後4時

(2日は午後3時まで)• ・会場花き総合指導センター ・ 種 目 ミックスダブルス

: (重信町下林甲22山) : 試合方法 6ゲーム先取。

・※入場料は無料、無料駐車場300台 ・ 3チームによる予選リーグ戦、

:展示内容 新しい花・珍しい花の紹 : 附ームによる決勝トーナメント戦0

・ 介、温室・ほ場・パイテク施設等 ・ 参加料 lベア 3，000円

: の実証展示、花き展、趣味園芸展、 : (参加申込書に必要事項を記入の

・ フラワーデザイン展、いけばな展、 ・ 上、参加料を添えて郵送にて申し

: 押し花展、ハーブ展 : 込んでください。)

・行事内容 花の種・ポット苗プレゼ ・ 申し込み・問い合わせ先

: ント、花と緑の相談コーナー、フラ : 干791-0216 重信町野田2丁目 10-19

T ワーオークション、園芸バザール、 ・ 第16回重信町テニス大会事務局

-L フラワーデザイン教室、園芸資材 . 三瀬いずみ 富955-2265

? 展、ふるさと市コーナー及びパザ ・ 申し込み受付 9月 14 日(月)~
ー 一、どてかぼちゃ展、遊具コーナー : (先着48ペア)
・主催 愛媛県

. ※参加賞あり、第4位まで表彰0

. 花き総合指導センター) . 
・ 主催重信町テニス協会・ . • • •••• 
- 重信まごころ銀行に次の方から金

:-封を寄付下さいました。温かい善

51 - 8 1 ・意ありがとうございます。(敬称略)

1，0221 +7Bl : <一般寄付〉
(松山南警察署管内) ・子供坐禅会

・高齢者関連事故が昨年比30%強で
. <香典返し〉

増加 . 
・国道33号での交通事故は、昨年比 ・

44%の増加 ・
・夜間・早朝は必ず反射材の着用を : 

吉田毒(下林)亡妻・和子

東民子(田窪)亡夫・恭一

林澄江(見奈良)亡夫・圃慶
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り

設
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さ

れ

日

つ

八
月
十
四
日
、
山
之
内
・
麓
地
区

で
昔
か
ら
伝
わ
る
「
楽
頭
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

頭

楽
頭
は
、
念
仏
踊
り
の
ひ
と
つ
で
、

t
t
「ナ
l
マ
ミ
ダ
l
ブ

ヤ

ナ

l
マミ*タ
1
」

h
a
E『

お
お
だ
い
ぱ

語
調
と
い
う
念
仏
に
あ
わ
せ
て
、
大
提
婆
・

こ

だ

い

ば

か

ね

う

で

付
提
婆
鉦
打
ち
の
=
一人
が
、
そ
れ
ぞ
れ

l
l
l

楽
を
は
や
し
な
が
ら
踊
る
も
の
で
す
勺

品
開

平
成
三
年
か
ら
地
元
の
若
者
が
復

，
.
活
さ
せ
、
今
で
は
、
町
内
で
も
こ
の

‘，

麓
地
区
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
貴
重

由

な
伝
輝
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
o

普
段
は
静
か
な
山
あ
い
の
村
に
力

強
い
念
仏
と
鉦
・
太
鼓
の
音
が
響
い

て
い
ま
し
た
。

八
月
八
日
目
の
町
民
大
学
は
、
最

近
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
で
幅
広
い
論
評

を
し
て
い
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
黒

田
清
氏
を
迎
え
行
わ
れ
ま
し
た
o

催

氏
は
戦
中
戦
後
の
国
際
間
題
を
直

1
1

視
し
、
そ
の
広
い
視
野
か
ら
悲
惨
な

回
開

戦
争
を
と
ら
え
、
ひ
き
起
こ
し
て
は

畠
E

な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
殺
伐
と
し

邑
司

た
神
戸
の
事
件
を
例
に
挙
げ
、
普
段

』
、

考
え
ら
れ
な
い
惨
事
が
何
故
起
き
た

圃
d

の
か
を
家
庭
生
活
を
注
視
し
な
が
ら

冒
喝

解
説
し
て
い
ま
し
た
。

-

J

い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
考
え
る
上
で

町

基
本
的
人
権
の
尊
さ
が
根
底
に
あ
り
、

そ
こ
に
み
ん
な
の
命
が
輝
く
よ
う
に

思
い
ま
す
。

(
橘
茂
喜
)

っ

さ

け
用
一
訴
は
で

し

さ

担

子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
八
月

一一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
従
来
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
と
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
が
加
え
ら

れ
、
三
種
目
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〉

A
、
フ
ロ
ッ
ク

優

勝

見

奈

良

準
優
勝
下
林
B

第
三
位
牛
測

B
、
フ
ロ
ッ
ク

優

勝

下

林

A

準
優
勝
北
野
田

・
新
村

第
三
位

樋

口

去
る
七
月
五
日
間
に
成
人
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
梅
雨
明
け
直
後
の
猛
暑
の
中
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

東
ブ
ロ
ッ
ク
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上

村

準
優
勝
牛
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三
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ブ
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優

勝
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窪

団

地

準
優
勝
下
林

第
三
一位

上
林
・
八
反
地

(
上
村
は
二
年
連
続
、
田
窪

団
地
は
初
優
勝
)

結

で

C
ブ
ロ
ッ
ク

陵
監

優

勝

田

窪

北

創
割

準
優
勝
横
河
原
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晦
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第
二
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上

村
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〈
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ニ
バ
ス
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〉

J

守
山

1

A
ブ
ロ
ッ
ク

主

F

優

勝

上

林

A

ツ

準
優
勝
田
窪
北

-

第
三
位
北
野
田

・
新
村
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八

反

地

ヌ

準
優
勝
西
岡

ゑ
U

第
三
位
志
津
川
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S
・
〈
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
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ー
ル
〉

‘
一

優

勝

目

窪

南

一4
d

準
優
勝
堀
池
A

第
三
位
牛
淵
団
地
A

成人ソフト上村・田窪団地優勝

ご
み
箱
が
花
壇
巴
獲
身樋口公園

今
ま
で
、
町
内
の
公
園
に

は
ご
み
箱
を
設
置
し
、
圏
内

の
美
化
に
努
め
て
い
ま
し
た

が
、
以
前
よ
り
こ
の
ご
み
箱

の
ご
み
を
か
ら
す
が
散
ら
か

し
た
り
、
多
く
の
ご
み
が
ご

み
箱
か
ら
あ
ふ
れ
た
り
、
き

れ
い
に
す
る
た
め
の
ご
み
箱

で
は
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ご
み
箱
を
撤
去
、

ま
た
花
だ
ん
に
改
装
し
ま
し

た
。
(
写
真
)

ご
み
は
各
自
持
ち
帰
り
、

み
ん
な
の
公
園
を
き
れ
い
に

保
ち
ま
し
ょ
う
。
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Happy Birtl1 
4満1歳

てんち

神垣天地くん
(H9.9.23生)牛測

「いつ毛

元気いつiまじ⑦
定地くれ、

や芝しい~0):f(2寄ってね。J
(父・定幸 母・美香)

満1歳惨

松田貴好くん
(H9.9.25生)牛淵

「ちょっぴり、

E立き也、患ちゃh。

訪日ちゃれといっしょ

(2~φ白く、元気(2

丈きくおってねJ 父・洋一母・美和)

満3歳までのお子様を募集しますf
J、J、ノ、J、ノ、J、ノ、ノ¥/¥/¥/、.rv、ノ、-"ノ¥ノ¥ノ¥/、J

掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10日までに、写真に
保護者のコメントを添えて役場町民課までお送り 下さい。

戸 籍の窓 (8月10日までの届出分)

お誕生おめでとう お悔やみ申し上げます
住所

野田l丁目

午淵

西岡

野田1丁目

午測

志津川

田 窪

野田2丁目

野田2丁目

牛淵

西岡

田 窪

野田1丁目

田 窪

田窪

野田l丁目

出生児

田中亜弥

上林こころ

後藤彩花

津高イ有紀

組橋夏希

山際葉依

池田莱々

川本麻美子

川本菜美子

武智亮太

藤山留衣

小池敦紀

曽我陽夏汰

高橋民国

掛水誠矢

木下主主

保護者 生年月日 住所 氏名 年令 死亡日

聡司 6・30 田 窪 伊藤治子 97 7 . 7 

賢次 7 . 4 西岡 新谷毒女 83 7 . 10 

祐二 7 . 5 見奈良 林園麿 57 7・12

健二 7 . 5 志津川 池田トメキ 95 7・15

信雄 7 . 8 田 窪 高木マサヨ 90 7 . 19 

英久 7 . 14 志津川 武智茂 91 7・21

浩司 7 . 16 田 窪 東恭一 65 7・22

泰久 7・17 上林 渡部茂 80 7・23

泰久 7・17 見奈良 林 一義 59 7・25

政重 7 . 17 横河原 安部浦雄 52 7 . 26 

泰二 7・22 北野田 中森幸衛 65 7・27

正之 7 . 24 牛 i刻 大北泰子 40 7 . 30 

進司 7・29 志津川 浅倉孝夫 68 8 . 3 

一弘 7・31 田 窪 高橋イソヨ 97 8・8

源太郎 8・4 西岡 大塚洋子 53 8 . 10 

一正 8 . 5 

、ごみ(ペットボトル、その他燃やさないごみ)(横河原区を除く町内全地区)

ごみ(田窪田地区のみ)

月言語要項二[互:両三面:売I~二重二­
番医 国立療養所愛媛病院重信町横河原 富964-2411

日のため、ごみ収集しません。

者三目前空量五五二二[長:量三二I~瓦:長持
皿ヶ嶺一日登山

当番医 西野内科クリニック 重信町牛浜IJ 箇964-2200

大保健に関する行事は、「わが家の健康カレンダー」を

ご覧下さい。健康カレンダーをお持ちでない時は、

お手数ですが役場福祉課までお越し下さい。

発行愛媛県温泉郡重信町編集町民課 w791-0292重信町大字志津川972番地雷(089)964-2001(代表)印刷 NTT四国電話帳附


